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令和５年度  おおさわ学園  三鷹市立羽沢小学校  　学園・学校評価報告書

このことについて、下記のとおり報告いたします。

記

学園評価　※学園内で統一記述 学校評価　※学校ごとに記述

今年度明らかになった課題のうち、特に次年度の重点とすること 来年度の重点課題を解決するための改善方策 今年度明らかになった課題  　※「第２回学校関係者評価」を経て記述 来年度の改善方策 　　※「第２回学校関係者評価」を経て記述

②重点課題
・地域学校協働本部「おおさぽ」の周知と活動の充実。
・学園研究では、地域資源・人財への理解度は向上し多くの実践を行
い、おおさわ学園カリキュラムへの位置づけもできた。三鷹市教育研究
協力校ではなくなるが、成果の継続と今後の研究の土台としていきた
い。
・主体的・対話的で深い学びの実現を学園として取組み、児童・生徒の
生きる力を育んでいく。
・小・中、小・小、幼・保・小の交流活動を充実する。

③改善策
・学園の児童・生徒、保護者のみならず地域全体で参加・交流できるような企画
を行う。
・学園ホームページ等を活用し、情報発信の機会を増やすとともに、教員も保護
者、児童・生徒に随時発信を心がける。
・地域資源・人財の活用カリキュラムに基づき、授業を通した活用に取り組む。
・研究の成果を児童・生徒の学びに視点を当てて「主体的・対話的で深い学び」
の実現をめざす。
・年間計画に基づき、児童・生徒同士、保護者同士、教職員同士の交流を継続
していく。

１　CSの運営と小・中一貫の教育活動について
　 ・三鷹市教育研究協力校として、地域人財・施設の活用の実践を計画的に積み重ねたが、その実践はまだ十分とは言
えず、児童の学びにつながることの検証も十分にできていない。
２　知・徳・体の教育活動について
　 ・ICTを活用した「個別最適な学び」の授業改善が進む一方、「家庭学習の個別最適化」の取組が始まったところである。
「家庭学習の手引」もほとんど活用されていない。
　・児童会活動を中心に、児童の発案・企画の工夫された活動の実践を行い、児童の自己肯定感や自己有用感を育んで
きたが、十分に高めることができなかった。
３　学校の働き方改革について
　 ・時間外勤務月平均が３０時間を切るなどの成果は見られたが、各種文書のペーパーレス化等がまだ十分には進んで
いない。土・日等の休日出勤も依然見られる。

１　CSの運営と小・中一貫の教育活動について
　・地域人財・施設の活用の実践の効果を、児童の学びに視点を当てて検証しながら、授業実践を積み重ね、持続可能な取組としていく。

２　知・徳・体の教育活動について
　・ICT等を活用して、個別最適化な学び、探究的・協働的な学びをより一層推し進め、全教科・領域を通して更なる授業改善に取り組むとともに、「家庭学習の手引き」をブラッシュアップして活用し、「個
別最適な家庭学習」を高学年を中心に実践していく。
　・学級活動を中心にして、児童が自らの役割をもって活躍できる種々の活動を意図的に計画し、その成果をしっかり振り返って価値付けることで、児童の自己肯定感や自己有用感を育んでいく。

３　学校の働き方改革について
　・バージョンアップした校務支援システムやタブレット端末、さらに新たに配置されたPCの機能を有効に活用し、各種文書のペーパーレス化、分掌事務の偏りの解消等による校務の効率化をさらに推し
進め、児童と向き合う時間を確保していく。

取組
項目 今年度の重点目標 成果 課題と改善方策 取組

項目
学校の経営目標
（中期目標）

・妥当・評価する(12)　　・先生方が、主体的に労働時間の管理を考えている成果ではないだろうか。
・改革への強い意志を感じ取れる。　　・教員の着実な取組みの成果が表れていると思う。
・素晴らしい状態で、歓迎できる数値である。今後もより改善されていくことを期待している。
・校務を効率化して、労働時間を減らす努力をされていることが伝わってくる。1年の中で、大きな行事の前など、一時的に労働時間が長くなる時があっても、
常態化していなければよいのでは。
・教員数が限られる中で、非常に評価できる数値だ。大変かと思うが、引き続きよろしくお願いいする。
・働き方改革に関し、羽沢小としては良い数字が出ていると思う。業務の偏りの改善は中々難しいかと思うが、当人の立場に立って一緒に考えていくことをお
願いする。
・学校行事、地域行事が多く、先生の負担も心配なところ。　　・教員自身が生き生きとできる職場でいてほしい。
➡子どもたちにとって真に価値ある活動を見極め、めり張りを付けて取り組んでいく。子どもの成長する姿を見ることが教員にとって一番の喜びである。

１. スクール・コミュニ
ティの創造

２. コミュニティ・ス
クールの運営

○「地域学校協働本部」を「おおさぽ」の名
称で、11月よりスタートを切ることができた。
従来のCS委員以外の多くの方々とのネット
ワークの輪が大きくつながっていくと思われ
る。学校を核としたコミュニティづくりの素地
ができたと捉えている。

○新会長の下、新体制のおおさわ学園ＣＳ
委員会が順調なスタートを切ることができた。
様々な団体からの参加があり、昨年度以上
に、熟議等の話合いが活発に行われるよう
になった。
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今年度の重点目標
（単年度目標）

今年度の重点目標を
達成するための具体的方策

第１回評価第２回評価
自己評価（第２回） 学校関係者評価（第２回）
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１. 「主体的・対話的
で深い学び」の推進

２. 個別最適な学び
と協働的な学びの一
体的な推進

○２年間、三鷹市の教育研究校として、「主
体的・対話的で深い学びの実現」のために、
地域人財・施設・物を全教科等で活用する
研究を行ってきた。どの教科等でもあるた
め、汎用性が高く、充実した授業展開ができ
た。

○地域人財・施設・物という具体的な対象を
扱って授業を展開すると、主体的・対話的で
深い学びの実現が図りやすい。そのため、
実感を伴った理解や思考・判断・表現力も豊
かになった。

[成果]教員全員(100％)が「効率的かつ組
織的な学校運営に取り組んでいる」と答え
ている。時間外勤務時間の平均が、９月は
30.3時間、10月31.0時間、11月28.6時間、
12月25.2時間と、さらに減少している。ま
た、時間外勤務が月45時間以上の教員
(管理職除く)が、９～12月平均で２名にま
で減少した。
[課題]上記の２名に関する業務の偏りの原
因もほぼ分かっているので、具体的な改善
策を考えていく。

・豊かな心の育成のための取組
を計画的に実践するとともに、
児童会活動の充実を図り、児童
の自己有能感・自己有用感を高
めていく。

・種々の交流活動等を意図的・
計画的に実施し、児童のコミュ
ニケーション力、発信力、かか
わる力等を高めるとともに、学園
としての仲間意識、大沢地域へ
の愛着心等を醸成することを通
して、コモンズとしての学校を含
む「よりよいまちづくり」の意識を
高めていく。

[成果]生活習慣定着の取組に対する教員
の達成度は90.0％と、前回及び昨年度を
上回った。朝開放の効果もあり、日常の授
業に集中して取り組む児童が増えてきた。
[課題]一方、「進んで運動している」と答え
た児童は78％で、前回を下回った。暑さ・
寒さの差の激しい２学期だったこともある
が、今後、「なわとび週間」など、皆で運動
に取り組む楽しさを体感させる取組を意図
的に計画していきたい。
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・妥当・評価する(11)
・他人に対する興味や関心がコミュニケーションの力となる。たくさんの交流を通じて伸ばしてあげたい部分である。
・コミセンが、羽沢小と大沢台小の子ども達が集う場になっていると思う。
・学校と地域の連携したまちづくりに協力していきたい。　　・コロナ明けで今後注力していく分野だと思う。
・小一の壁やつまずきの軽減を図るため、幼保小連携活動を保護者の参加も含めて充実することを期待する。
・やっと交流の場を多く設けられるようになってきたので、これからに期待する。
・コロナ禍が明け、たくさんの地域行事が復活して、児童もたくさん参加してくれた。
・今年度は、学校・地域ともに様々なイベントや行事が再開したので、より進んでいくと思われる。
・小一の壁やつまずきの軽減を図るため、幼保小連携活動を保護者の参加も含めて充実することを期待する。
・今後も一層の地域交流を進めるためには、高齢化した地域団体をCS委員会でも支援していく必要を感じる。
➡コロナで縮小した幼保小の交流、高齢の方々との交流等も、改めて計画的に取り組んでいく。
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１. 学園研究の充実 ○三鷹市教育研究推進校としての２年間の
学園研究の取組を通じて、学園全職員の一
体感が高まり、その研究成果を、国立天文
台をメイン会場にして、市内外に向けて発表
することができ、好評価をいただいた。

○学園研究を通して、国立天文台をはじめ
とする大沢地域にある施設や豊かな人財等
の活用のしくみを構築することができ、児童・
生徒の学びの質を深めることができた。
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[成果]「ふれあい音楽会」が復活したことも
あり、「大沢地域の人たち(小小、小中含
む)と交流したり関わったりする活動が好
き」と答えた児童が77.7％と、前回を少しだ
け上回った。コミセンで、大沢台小児童と
仲良く遊ぶ姿も見られるようになった。
[課題]今後、大沢台小と一緒に、「義務教
育学校」になることを見通して、種々の交
流活動等を意図的に増やしていく必要が
ある。
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[成果]教員の88.2％が「児童会活動の計
画・運営を児童の自発的・自治的な活動に
している」と答えた教員が90％と、前回より
上がっている。児童発案の企画による自発
的な活動が増えてきている。
[課題]「ほかに人の役に立っている」と答え
ている児童は72.0％で、前回とほぼ変わら
ず、決して高くない。児童個々の取組の成
果に対する評価の仕方を見直し、児童の
自己有用感を高めていきたい。

・妥当・評価する(12)　　　・小さな役割も評価してください。目立たない子どもも認めてください。
・児童会で、児童の自発的な活動が増えてきていることは素晴らしい。
・2学期は児童の自発性が見られる場面が多かったと評価できる。それを「自己有用感」につなげていく大人の声掛けが必要。
・行事等がほぼコロナ前に戻ってきている中で、他者との関わりが増え、自己有用感を感じ始めている途中だと思う。小さなことでも人の役に立っていることが
あると先生や保護者が気付かせてあげるともっと増えるのでは。➡大人による価値付けをしっかりと行っていく。
・児童の自己有用感を高められるような「機会」を多くできるとよい。
・より子どもたちの意見を中心にと今まで教員が与えていた部分を子どもたちに分けたとして、子どもたち自身が自分たちで作りあげた実感が湧くほどには自
分たちの意見や発想が通ったと感じていないのでは。➡自分たちで作り上げたと思える取組を多く経験させていく。
・学校で把握しているいじめの件数や不登校児童の人数はどれくらいなのか。CS委員会でも現状をお聞きし、何か取り組めることがあれば学校と協力して取り
組んでいけるとよい。➡今年度のいじめ（疑い含む）の認知件数は85件で、うち52件が解消。不登校児童の人数は4名。子どもに寄り添った対応に努めてい
く。

・妥当・評価する(12)
・朝の学校開放は体力づくりと共に共働き家庭にとってありがたい。
・朝開放を通じて体を動かす習慣化を目指していければと思う。
・学校だけでなく、家庭での取組も必要な項目だと思う。
・朝開放はまだ一部の子供に偏っているようなので、今後多くの子どもが遊びやすい環境を整えていただきたい。今後は夏の暑い時期にも遊びやすい工夫が
必要になるのではないか。➡逆に、夏は朝の方が気温が高くないので、活発になる可能性がある。
・コロナ禍、夏の暑さから、運動する機会が減り、るんるんの事業でもケガが増えている。スポーツクラブに所属して沢山運動している児童と自らは運動しない
児童に2極化している。課題にあるように、「ゆるい運動、楽しい運動」で体力向上を計ってほしい。
➡外遊びの励行とともに、学級・学年集会や体育委員会主催の取組など意図的に体を使った活動を取り入れていく。

○小学校においては、異年齢集団での交
流、朝遊び等、体を動かす機会が増えてい
るため、遊び・運動が活発になってきてい
る。また、基本的な生活習慣についても教員
の指導が功を奏し、児童にも定着してきてい
る。

○中学校においては、体育祭及びマラソン
大会について、質問紙調査において生徒・
教員共に肯定的な評価をしている。また、基
本的な生活習慣が身に付いてる生徒がほと
んどである。

Ｅ　基本的生活習慣の定着と、
自己の健康増進、体力向上

Ｆ　小規模の学園・学校の特性
を生かした交流活動の充実

（
徳

）
豊
か
な
人
間
性

１. 「人間力」「社会
力」を育む。

２. 生活指導と教育
相談の充実

○地域人財、地域の資源を活用することで
児童・生徒の興味・関心を高め、新たなる気
付きや好奇心を引き出し、「人間力」「社会
力」を育むきっかけづくりができた。

○児童会・生徒会活動の充実で自発的活
動が増した。児童・生徒一人一人に寄り添い
ながら、心を育てていくために、「聞く」姿勢
を今後も堅持していく。
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1. 基本的生活習慣
の確立
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１. 教員のタイムマネ
ジメント力の向上

○タブレット端末や短焦点プロジェクター等
のICT機器の活用により、ペーパーレス化や
事務作業の効率化が可能になり、超過勤務
時間の短縮化につながった。

○スクール・サポート・スタッフの任用により、
印刷等作業が削減され、学習指導や生徒指
導に専念することができたとともに、部活指
導員や部活指導助手の積極的な活用によ
り、休祭日勤務が減少し、休暇取得が取りや
すくなった。
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１. 特色あるキャリア
アントレプレナーシッ
プ教育

○キャリア・アントレプレナーシップ教育及び
総合的な学習の時間では、年間指導計画を
基にコロナ禍以前よりも充実した取組ができ
た。

○CS委員やほたるの里の村民等、学習した
内容について外部評価をしていだき、内容
の洗練化ができた。
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●ICT機器の活用に消極的な教員がおり、事務作業の効率化につながらず、超
過勤務時間の削減が達成されなかった。

●退勤時間を過ぎても、会議を続けることがあり、心身の疲労により、翌日の勤
務に不安を残すことがある。

◆ICT支援員やGIGAスクール推進委員を通じて、ICT機器の活用に関する研修
会を実施したり、お知らせを配布し、すべての教職員が活用できるように進めて
いく。

◆2週間および月ごとのタイムスケジュールを、週案等で作成させて、教職員の
タイムマネジメントの意識向上を図るとともに、月ごとの超過勤務状況を校支援を
利用して、教職員一人一人に周知する。

◆まずは、教員の理解度を上げるとともに、「おおさぽ」に関する実践の内容を、
教員自身が児童・保護者に対して、随時発信していくようにしていく。

◆学園HPの担当及び役割を明確にし、更新率を上げるとともに、学校だより等も
活用して情報発信の機会を増やしていく。

●地域人財・施設に対する理解及び多くの実践を行うことができたが、実際の授
業での活用の事例を多くはない。研究発表の際の授業公開も２例だけであっ
た。

●研究主題「主体的・対話的で深い学びの実現」の検証は、十分にはできてい
ない。

◆今後も、地域人財・施設の活用の実践を計画的に積み重ね、計画に基づい
て、授業を通した実践事例をさらに増やしていく。

◆研究の成果を、児童・生徒の学びに視点を当てて検証して、その質をさらに
高めていく。

●学習用タブレット端末が導入されてから３年がたった。児童・生徒は使いこな
しているものの、一部、関係のない使い方をしていたり、十分にｅライブラリなどに
取り組めていなかったりする児童・生徒もいる。

●学校での学習に加えて、家庭の学習も充実させたい。いわゆる宿題と言って
与えた課題だけをやる家庭学習というのではなく、そのために、「個別最適な家
庭学習」を進めたい。

・体力テストや学校生活ｱﾝｹｰﾄ
の結果等を基に、自らの課題を
考えさせるとともに、早起き・早
寝等の規則正しい生活習慣、
日常的な体育的活動や日々の
外遊び等にすすんで取り組ませ
るようにする。

・児童自らが課題意識をもって、
通常の体育授業をはじめ、日常
的な体育的な活動、外遊び等と
ともに、規則正しい生活習慣の
定着に取り組むことを通して、健
康・体力に関する意識を高めて
いく。

◆学習用タブレット端末の活用について年度初めにオリエンテーションを行い、
発達の段階に応じた使用方法やアプリの活用について、理解させてから使用さ
せたい。

◆「個別最適な家庭学習」をするためには、学習用タブレット端末の様々な機
能・アプリを活用することが有効である。学習用タブレット端末を効果的に活用
し、主体的に家庭でも学習できるようにしていく。

●地域人財、地域資源の活用には、授業への準備、当日の動き、振り返り、次
回へのつなぎ等を「継続」していくためのシステム化の構築を図っていく必要が
ある。

●児童・生徒の「自己有用感」（自分が必要とされている、役に立っているという
感覚）や「自己肯定感」（自分が好きだ、自分にはいいところがあるという感覚）の
向上が十分とは言えない。

◆地域人財、地域資源を生かす授業が担当者が変わっても継続していけるよう
に一連の流れをシステム化し、誰でも授業ができるようにしていく。

◆「自己有用感」「自己肯定感」を育むために、周りの大人による価値付けや、
「場の設定（機会）」を今後も増やしていく。

（
知

）
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●昨今の熱中症防止対策のため、季節・時間帯によっては、屋外での活動が難
しくなってくる。

●基本的な生活習慣については、学校ではもちろんのこと、家庭での日々の生
活も関連が深いので、保護者への啓発が重要

◆体育館開放や涼しい時間帯での運動、活動の精選（体育科や保健体育科の
年間指導計画の見直しも）が必要になってくる。

◆保護者会、ホームページ、学校だより等、様々な方法で基本的な生活習慣に
ついての学校での様子（よさも含めて）を伝え、家庭への啓発も行う。

●他地区から三鷹市に異動した教員も多いことから、今一度、「起業家教育」の
ねらい、定義、教科等への位置付けを確認する必要がある。

●９年間を見通した教育が重要なので、小・中の教員の連携、計画の関連性・
系統性を追究する。

◆キャリア・アントレプレナーシップについて学園研の中で取り上げ、皆で考えを
共通理解したり、優れた実践を紹介したりできるようにする。

◆小・中のキャリア教育担当が中核となり、キャリア・アントレプレナーシップ教育
の相互授業観察、計画の見直し等を行い、実効性のあるものに変えていく。

Ａ　「地域学校協働本部」との協
働による「スクール・コミュニティ」
構築の素地の醸成

・CS委員会、SC推進員及び「地
域学校協働本部」との協働によ
る教育活動等の充実を図る。

・豊かな体験活動や交流活動、
道徳教育等の充実により、児童
のコミュニケーション力・かかわ
る力等の醸成を図り、豊かな心
を育成していく。

Ｄ　豊かな体験活動や交流活
動の推進と、心の教育の充実

・コロナで滞っていた小・小、小・
中の交流活動、さらに地域と関
わる活動等の充実を図ってい
く。

●年度途中での「おおさぽ」の発足のため、保護者をはじめ、その認知度は、50
～60％でまだ高くない。教員の理解も同様である。

●学園やCS委員会のHPの更新率が低く、発信が少ないため、CS委員会の活
動内容が、新たな保護者も含め、まだ十分に浸透していない傾向が見られる。

・CS委員会、SC推進員及び「地
域学校協働本部」との協働によ
る地域人財や地域資源等を効
果的に活用した教育活動等の
よさや効果を情報発信してい
く。

・研究発表会に向けて、学園３
校の教員が教科・領域ごとの分
科会を中心に地域の教育資源
や地域人財等を計画的に活用
した授業実践を、児童の学びに
視点を当てて検証していく。

・「三鷹市教育研究協力校」とし
て、地域人財・施設の活用の実
践を計画的に積み重ね、その
研究の成果を、11月1日（水）に
発表する。

Ｂ　第七中・大沢台小との連携
強化と、学園研究・校内研究の
充実

Ｃ　個別最適な学び、探究的・
協働的な学びの推進

・一昨年度の「三鷹市教育研究
奨励校」としての「個別最適な学
びを目指した授業改善」の実践
を継続するとともに、「個別最適
な家庭学習」の実現を目指す。

・学習の「個別化」「探究化」「協
同化」の3つの視点を柱に授業
改善を進めるとともに、「おおさ
わ学園家庭教育の手引き」等を
効果的に活用して、家庭・地域
と連携を図りながら、高学年を
中心に、「個別最適な家庭学
習」の実現を目指していく。

・ICTを効果的に活用して、各種
文書のペーパーレス化、分掌事
務の偏りの解消等による校務の
効率化を進め、平均月45時間
を超える教員ゼロを目指す。

・教員の生活実態に適した勤務
形態を試行するとともに、教員
のタイムマネジメント力を高め
る。

Ｇ　学校運営のさらなる効率化
と教員のタイムマネジメント力の
向上
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[成果]「学校3部制や地域学校協働活動
等の取組を知っている」と答えた保護者は
51.9％と、前回より大きく増えている。その
後、「おおさぽ」特集のCSだよりが発行され
たので、さらに増えることが見込まれる。
[課題]CS委員会やSC推進員との協働によ
る活動等に対する教員による情報発信は
73.7％と、あまり高くない。改めて、時機を
逃さずに、積極的かつ丁寧に情報発信を
していきたい。

・妥当・評価する(10)　　　・これからの「おおさぽ」の活動に期待する。
・少しずつ認知度が増えている。『知っている』から実際の取組に協力、参加を通じて『活動している』に今後変わっていくとよい。
・教員の評価が低いことが気にかかる。交流を図っていきたい。➡教員の「おおさぽ」に対する理解度も上げていく。
・CS委員会として、地域学校協働本部「おおさぽ」の具体的な活動を通じて、その存在を周知していきたい。
・CSだよりでもおおさぽの紹介を掲載したことで、今後さらに周知されることを期待しつつ、活動も活発化していきたい。
・今後、「おおさぽ」キックオフイベントのチラシ、学園カレンダーなどの媒体やまた講演会「文学するおおさぽ」、漢字検定の実施を通して、認知度を上げてい
く。日々のサポート活動でも「おおさぽの一員」として当事者感をもてるよう告知に工夫する。
・「おおさぽ」を前面に出して、活動内容の理解促進を図っていくのがよいと思う。
・おおさぽの部分については、旧サポート隊などに参加した経験のある保護者を中心に認知度はある程度あると思われる。これは地域人材としての意識という
よりは、一保護者としての意識が働いているように思う。CS委員会そのものについて、構成要員や協議会であること、学校関係者評価をしていることなどを理
解している保護者や地域は少ない様に感じる。地域人材の確保や発掘については、ほぼ認知されていない印象がある。
➡CS委員会本体の活動の理解を高める広報も引き続き実施していく。

[成果]11/1に向けて、学園の教員たちが
切磋琢磨しながら実践を積み重ねて、本
番の研究発表会を迎えることができた。公
開授業での本校６年児童の姿に研究の成
果を見ていただけたと思っている。

[課題]一方、「地域資源や地域人財等を
活用した教育活動を計画どおりに実施し
ている」と答えた教員の割合が84.2％と、
研究発表後に下がってしまっている。継続
性を高め、持続可能な取組にしていく。

・妥当・評価する(11)　　・研究発表会では、苦労の多かったこの学年の子どもたちの成長を実感した。
・11/1の天文台での学園研究発表会では、児童の探求力とプレゼン力が発揮されて、大きな成果があったと思う。地域資源や地域人財を活かした研究成果
をさらに継続、発展させていくことを期待している。
・学園研での発表は、忙しい業務の中で、授業を大切にしてくださっていることが伝わるもので、感謝している。今年度に限らす、同じ質とモチベーションを毎
年保つことは大変かもしれないが、次年度以降も期待をしている。
・研究発表のための教育でなく子どもたちの学びのためですよね。充電してこれからの先生方の取組を期待する。
・研究発表は素晴らしかったが、課題にあるように「発表のための取組」を終わらせないよう、継続性を高めるために、来年度に向け地域資源や人財を活用し
た授業内容を吟味していく必要がある。➡「発表のための研究」とならぬようカリキュラムにもしっかりと位置付けていく。
・84.2％は十分高い取組ができていると思われるが、児童の期待度が高いこともうかがえる。地域人材バンク（あるのか、ないのか）等計画がしやすいようなシス
テム作りも有効と思う。
・児童の満足度が低く感じる。おおさわ学園ならではの授業に魅力を感じてもらいたい。➡授業内容の充実を図っていきたい。
・地域資源・人財を活用した事例をうまく共有できるように進めていければと思う。
・地域人財の活用については、求める人財についてCS委員会等で情報提供してもらえれば、委員それぞれから色々な方を紹介できるのではないか。また、
委員会では間に合わない時は、メール等で情報提供してもらってもよいと思う。
・課題の点や、児童の満足度の数値について、地域に住んで生活をしていたり、家族・親族・知人などが各分会に地域人材として関わることがあった児童など
の保有する情報量と、在勤の教員が他の業務と並行しながら集めた情報量には確実に差はあり、在住世帯数の少ない大沢地区ならではの温度差か。対応
は大変にはなるが、より地域への依頼をかけ続け、協力を要請していただければと思う。
➡今後も皆様の協力を得ながら、新たな人財等の活用等も考えていきたい。

[成果]「個別最適な学びを目指した日々の
授業に満足している」と答えた保護者が、
前回の68.1％から84.6%と上昇した。また、
算数少人数の授業に対する保護者の満足
度も、75.4%から92.5％と大幅に上昇してい
る。
[課題]一方、「個別最適な家庭学習」を目
指して、「家庭学習の内容を工夫している」
と答えた教員は78.9％で、前回を下回って
いる。教員間の情報の共有を活発化し、児
童自らが進んで取り組む家庭学習の実現
を引き続き目指していく。

・妥当・評価する(12)
・やはりご家庭は、学校の改善努力をよく見ていると思う。数字のアップは、その表れではないだろうか。
・保護者として宿題などの家庭学習の出し方に工夫がほしいと思うことがある。
・児童、保護者の満足度が上昇したのはうれしい。保護者に対してのある程度の「見える化」が必要だと思う。
・多忙な中、先生方が「個別最適な家庭学習」を工夫されていることは、評価できる。「家庭学習の充実」には、ご家庭の理解、支援、連携が不可欠なので、そ
このアピールがもう少し必要では？
・タブレットの使用など、個別最適な学びについての保護者の感覚は理解できる。個別最適な家庭学習については、宿題のカテゴリーとして意識される限り、
児童や保護者が進んで発展学習まで展開するか、というと難しいと思われる。より展開することによるメリットやその意識付け、また発展学習のやり方の指導が
必要か。この点は保有していない保護者が多いと思われる。
➡「家庭学習の手引き」をブラッシュアップして、有効に活用しながら家庭学習の充実を図っていく。まずは「宿題」の呼称はやめたい。


